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伊良部大橋における鋼橋の 
耐久性向上を目指した取り組み

仲　嶺　　　智・翁　長　正　勝・山　城　明　統

ҏ良部大橋橋梁整備事業はԭೄ県の཭島であるٶ古島とҏ良部島を݁ぶ事業Ԇ長 6.5 Lm（うち海上部
4.3 Lm）の཭島Ս橋整備事業である。海上部にかかるԆ長 3.54 Lm の橋梁区ؒは，長山水路を͙ލ 3 ؒܘ
࿈ଓ鋼চ൛ശܻ橋（以下「ओߤ路部橋梁」）と，32 びٴؒܘ 14 ࿈ଓؒܘの多ؒܘ PC ശܻ橋で構成され
ている。本ߘでは，鋼橋区ؒであるओߤ路部橋梁の耐久性向上を目指した取り組みと，工場製作から海上
輸ૹ，Ս設までの施工状گを紹介する。
キーワードɿAl-MH ༹ࣹ，大ϒϩック海上輸ૹ，FC 一ׅՍ設

1．はじめに

ԭೄ本島からೆ西に໿ 290 Lm のҐஔにあるٶ古島
のさらに཭島であるҏ良部島は，ҩྍ，教ҭ，福ࢱ等
の໘においてෆར・ෆศを余ّなくされており，աૄ
化の進行や産業のਰୀ等といった཭島特༗のॾ໰題を
๊えている。

ҏ良部大橋は，平成 17 年にҏ良部町をؚΉ 5 市町
村の合ซにより஀生したٶ古島市の一ମ化と効率的な
行政を支ԉするとともに，ҏ良部島のҩྍ・教ҭ・福
光産業に؍，ݮの向上やՍ橋による物流コストの௿ࢱ
よる地域ࡁܦの活性化等，ٶ古ݍ域の地域振興を図る
ことを目的とし建設された。

ҏ良部大橋ओߤ路部橋梁のॾ元を以下にࣔす（図─
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1 参র）。
路　ઢ　名ɿ一般県道平良下地島空港ઢ
上部工形式ɿ3 ࿈ଓ鋼চ൛ശܻ橋ؒܘ
橋　　　長ɿ420 m
෯　　　һɿ8.5 m
࢖ 用 鋼 重ɿ໿ 4
200 t
֎໘ృ૷仕様ɿ  Al（95ˋ）-MH（5ˋ）ۚ属༹ࣹ（以

下 Al-MH ༹ࣹ）ɹ C5 ృ૷ܥ
下部工形式ɿT 型橋脚　基ૅ形式ɿ鋼管矢൘井౵基ૅ

2．主航路部橋梁の特徴

ओߤ路部橋梁पғのڥ؀は，ٶ古島とҏ良部島ؒの
開けた海上にҐஔすることから，ඈ来Ԙ分が橋໘に෇
ணしやすく，亜೤ଳ地域の高Թ多࣪なީؾの下，鋼橋
にとってもݫしい෗৯ڥ؀である。また，ٶ古島が台
風の常ऻ地域であり，Ս設Ґஔが海໘上 30 m となる
ことから，設計基४風速が大きく高い耐風安定性がٻ
められた。

耐久性向上を目的とし鋼橋区ؒであるओߤ路橋梁に
おいては，おもに耐風安定性の֬保ٴび防ࡺ防৯に配
ྀした取り組みを行った。

（1）耐風安定性の確保
橋छબ定において，ࡁܦ性，施工性，؍ܠ，に加え，

風ಎ実ݧで耐風安定性が֬ೝされた୯ശの 8 ֯形அ໘
を༗する鋼চ൛ശܻ橋がબ定された。
（a）設計風速のܾ定
古島には，これまでも੎ྗが強い台風がऻ来し多ٶ

大なඃ害をもたらしている。ओߤ路部橋梁の耐風設計
ではաڈにऻ来した台風から設計基४風速の設定を
行った。

下記に設計風速ܾ定のフϩーをࣔす。
。測データを౷計ॲ理؍৅台のؾ古島地方ٶ①
৅台におけるؾ古島地方ٶ② 100 年࠶現期଴஋の設定
（ૈ౓区分ᶘ，hʹ13.5 m）。

ᶅՍ橋地఺への補正（ૈ౓区分 0，hʹ33.0 m）。

平成 19 年 12 月に耐風設計ศཡの改గがあり ň広大
な海໘上ŉ を対৅としたૈ౓区分 0 が௥加されてい
る。表─ 1 にૈ౓区分ᶗと 0 の場合のൺֱをࣔす。本
橋ではૈ౓区分 0 と൑அし，設計基४風速は 82.2 m/T
と設定した。
（C）風ಎ実ݧによるূݕ
風ಎ実ݧの݁Ռ，8 ֯形அ໘では発ࢄ振ಈが発現し

なかったものの，Ӕྭ振が発現し最大振෯がڐ༰஋を
上回ることが֬ೝされた（写真─ 1，表─ 2）。その
ため，下ࣼめフランジの֯౓をௐ整することで最大振
෯をڐ༰஋以下にするとともに，地覆֎へ平場を෇加
することで，Ӕྭ振が཈੍され耐風安定性が向上する
ことが֬ೝされた。

（2）防食設計と細部構造の工夫
防৯設計とࡉ部構造を工夫することで耐久性の向上

を図った。
（a）防৯下地への Al-MH ༹ࣹの࠾用
防৯効Ռの向上を図るため，一般部֎໘ C-5 ృ૷ܥ

දᴷ 3　ృ૷༷࢓

ృ૷工ఔ ృྉ名
用ྔ࢖

（H/m2）
ບ厚

（Жm）

橋
梁
製
作
工
場

ૉ地ௐ整
ϒラストॲ理 I4O 4a2.5 ˠ 4a3.0 にมߋ
ද໘ૈさ 3a8Жm 以上 3[50Жm 以上

ۚ属༹ࣹ Al95-MH5 合༹ࣹۚ ʵ 150ʙ500
෧޸ॲ理 ۚ属༹ࣹ෧޸ॲ理ࡎ 200 ʵ

下ృ エϙキシ樹ࢷృྉ下ృ 540 120
中ృ ;っૉ樹ࢷృྉ中ృ 170 30
上ృ ;っૉ樹ࢷృྉ上ృ 140 25

දᴷ 1　ૈ౓区෼のൺֱ

ࣸਅᴷ 1　෩ಎ࣮ݧঢ়گ

දᴷ 2　෩ಎ࣮݁ݧՌʢུ֓ʣ
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仕様の防৯下地であるແ機ジンクリッνϖイントにม
えて，長期耐久性が期଴できる Al-MH ༹ࣹを࠾用し
ている（表─ 3）。
（C）ܻ֎໘Ϙルト継खのഉআ
鋼橋におけるϘルト継ख部は，Ԝತ部分へのඈ来Ԙ

分の෇ணやృບ厚の֬保がࠔ難なことから，෗৯しや
すい部Ґとなっている。そのため֎໘のϘルト継खを
ແくし，༹接継खとするとともに༹接ビードは平ୱ仕
上げとしԜತの少ない֎໘とした（写真─ 2）。

（c）部֯ࡐ部の形状
部ࡐの֯部はృບがബくなるՕ所であり，施工，管

理が難しいことから，フランジの֯ંれ部をۂげ加工
とし，す΂ての֎໘部ࡐの֯部に対して，3ʹ3 mm
のۂ໘加工を行った（写真─ 3）。

3．施工段階での取り組み

ओߤ路部橋梁のՍ設工法は，高所の海上部における
強風下での現場༹接，༹ࣹを最小限にするため，大ϒ
ϩックによる FC 一ׅՍ設工法がબ定されている。こ

のため橋長 420 m のओܻは，140 m づつ，3 つの工区
に分けて県֎の工場で製作された。工場製作，大ϒϩッ
ク海上輸ૹ，FC 一ׅՍ設，現場༹接，༹ࣹஈ֊での
取り組みをड़΂る。

（1）工場製作
平成 22 年 10 月ʙ平成 24 年 3 月にかけて߳川県，

ઍ葉県，三重県の֤製作工場で，それͧれ 140 m の
鋼ܻ製作を行った。

工場製作では特に Al-MH びヤード༹接を重ٴ༹ࣹ
఺管理項目とし，΄΅શ数の立会を行った。
（a）工場における Al-MH ༹ࣹ
༹ࣹ管理マχϡアルを作成し，ૉ地ௐ整後のૈさ，

আࡺ౓の֬ೝを入೦に実施した。また，ૉ地ௐ整直後
は鋼ૉ地が࿐ग़し෗৯しやすい状ଶとなることから，
ૉ地ௐ整ྃ׬後から 4 時ؒ以内でن定ບ厚以上の֬保
を目ඪに༹ࣹを実施した（写真─ 4）。その݁Ռ，શ
てのϒϩックにおいて 4 時ؒ以内にن定ບ厚以上を֬
保し༹ࣹをྃ׬した。また，༹ࣹ作業લにはີணྗࢼ
を実施しີணྗが基४஋であるݧ 4.5 MPa 以上である
ことを֬ೝした。

（C）工場ヤード༹接
ۚ属༹ࣹ，ృ૷ྃ׬後に製作ヤードにてベントによ

る多఺支持のもとヤード༹接を実施している。
ヤード༹接は，適切な༹接ڥ؀を֬保す΂く継खՕ

所に風防設備を設ஔし༹接を行った（写真─ 5）。
֎໘はશて׬શ༹込み༹接であり，༹接Օ所にはશ

数の非ഁյࠪݕを実施し໰題となるܽؕがないことを
֬ೝした。

（2）大ブロック海上輸送
製作された 140 m の鋼ܻは，֤工場の地組立てヤー

ࣸਅᴷ 2　ܻ֎໘ঢ়گ

ࣸਅᴷ 3　෦֯ࡐ෦形ঢ়

ࣸਅᴷ گ৔༹ࣹঢ়޻　4
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ドから，吊能ྗ 3
000 t クラスの FC ધを࢖用して浜
ग़しされたのち，（写真─ 6）大型台ધを用いてٶ古
島まで海上輸ૹされた。このうち，輸ૹڑ཭が最長と
なったのは，中央ؒܘのϒϩックであり，工場のある
ઍ葉県からٶ古島までの輸ૹڑ཭は໿ 2
000 Lm にٴ
ぶ。

大ϒϩック輸ૹ時の台ધ上の支持఺として，ଆؒܘ
のܻが支ঝՕ所を࢖用できるのに対し，中央ؒܘのϒ
ϩックでは，工場において༹ࣹ，ృ૷までྃ׬した下
フランジ໘で支持することとなる。このため，֎໘ృ
૷のଛইを཈えるための最小Օ所での支持，かつ೾࿘
による֎ྗٴび応ྗによるܻଛইを回ආできるҐஔで
の支持をݕ౼し輸ૹՙ࢟に൓өした。
（a）支持఺の工夫
大ϒϩックの台ધ上での，支持఺は最小限の 2 Օ所

とし，લ後のಈ༳を཈える΂く下フランジの؏通݀か
らܻ内ԣリϒへ固定した，橋࣠方向Ҡಈ੍ݮ૷ஔを 1
Օ所，支持఺྆࿬には，橋࣠直֯方向のҠಈを੍限す
るためのԣҠಈ੍限૷ஔを設ஔした（写真─ 7）。ま

た，事લにݧࢼମを用いて輸ૹ時の加重でѹॖݧࢼを
行い，ృບへଛইを༩えないことを֬ೝしたうえで，
高強౓φイϩン൘を支持఺にڬみ込み，ృ૷໘のଛই
を防止した。
（C）  輸ૹ時の運行管理と大ϒϩックのϞχタリング
鋼橋の海上輸ૹにࡍしては，東京ήートϒリッジに

おけるܻ輸ૹ中のଛই事例があり，その原Ҽとして
は，海上輸ૹ中の೾࿘の༲ѹྗによるとされた。その
ため，下記のとおり඼࣭管理の重఺項目を定め海上輸
ૹを実施している（写真─ 8）。

①༗ٛ೾高 2.5 m 以下での輸ૹの実施
ಈ༳ղੳからܻと೾のিಥ条݅をٻめ，༗ٛ೾高

2.5 m 以下での輸ૹを行った。
৅，海৅༧報に基づく輸ૹ可൱൑அؾ②

輸ૹ可൱൑அは，通ա海域のؾ৅༧報に基づき実施
し，そのཤ行は曳ધの定時報告ٴびリアルタイム・φ
΢フΝスを用いて֬ೝした。
ᶅ輸ૹલ，後における輸ૹϒϩックの計測

大ϒϩックのたわみྔ計測，ർ࿑ُ྾の発生に൐う
ృບׂれの༗ແ，ہ部۶࠲がݒ೦されるՕ所のཹ࢒ม
形༗ແの֬ೝを行った。

ࣸਅᴷ ৔Ϡʔυ͔Βの඿ग़͠޻　6

ࣸਅᴷ �　ԣҠಈ੍ݶ૷ஔ

ࣸਅᴷ 8　େϒϩοΫւ্༌ૹঢ়گ

ࣸਅᴷ 5　஍૊ཱͯɼϠʔυ༹઀
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ᶆ応ྗの計測
೾࿘による応ྗを֬ೝするため，J25・J26 の継ख

Օ所において，8eC スカーラップ近๣の応ྗ計測を
行った（図─ 2）。

これらの݁Ռ，֎ࠪݕ؍においてଛইはແいこと，
応ྗ最大஋は一定振෯のଧち切り限界を下回っている
ことから，輸ૹ時にർ࿑ଛইがىこっていないことを
֬ೝした。

（3）FC一括架設の実施
Ս設には，国内最大ڃとなる 4
000 t の吊上げ能ྗ

を持つ大型 FC ધ（8ʹ44 m，Lʹ120 m，)ʹ140 m）
を࢖用した。大ϒϩックՍ設は，ٶ古島島内に接؛可
能な؛นが平良港下࡚地区のʵ10 m の؛น 1 όース
に限られること，Ս設地఺の水ਂの関܎から，ଆؒܘ
のՍ設がٶ古島ଆとҏ良部島ଆでՍ設方向がೆ北ٯと
なり，中央ؒܘのՍ設લに PC 部のՍ設ܻのҠ設を行
う必要があったことから，Ս設順ংは図─ 3 の通り
となった。

また，ؾ৅条݅にࠨӈされやすいڥ؀であるため，
流れの؇やかな小ைで，かつ平ۉ風速 10 m/T 以下，
೾高 0.5 m 以下の条݅が必要となった。さらに，ߤ路
෯がڱく，ߤ路部以֎のઙ੉にはサンΰ঴やઙ੉が఺
在しているため，吊曳ߤとՍ設Ґஔにおけるཹ܎を৻
重に行う必要があった（写真─ 9）。

平成 24 年 4 月 28 日にҏ良部島ଆଆؒܘのՍ設を開
し，ಉ年࢝ 5 月 16 日にٶ古島ଆଆ5，ؒܘ 月 26 日，
27 日に PC 部Ս設ܻのҠ設（写真─ 10），台風のӨڹ
による作業の順Ԇがあったものの，最ऴ的に平成 25
年4月16日に中央ؒܘのՍ設（写真─11）がྃ׬した。

FC 一ׅՍ設を行ったことで，現場༹接・༹ࣹ作業
の最小限化が図られ，ϒϩック継ख部の඼࣭向上にܨ
がった。

（4）現場溶接
Ս設ϒϩックの大型化により，現場༹接Օ所は，3

ϒϩックの継ख部分の 2 Օ所に限定されたが，現場に

ਤᴷ 2　༌ૹ中の܁Γฦ͠Ԡྗൣғ

ਤᴷ 3　Սઃॱং ࣸਅᴷ �　Ս橋஍఺·Ͱの௻Ӫߤ
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おける༹接は，඼࣭を֬保するためにे分配ྀする必
要があった。そのため，風ӍのӨڹを防͙ことを目的
として風防設備を設ஔした。また，風防設備は଍場兼
用としՍ設後す͙に設ஔできるよう，スライド型の設
備をヤードにて取り෇け，൘ுり防ޢの内ଆからシー
トష෇・目ுりを行うことで，༹接に適したڥ؀を֬
保できるようにした。なお，ヤードにおいて現地の設
備を࠶現したݧࢼ施工を実施し，ݧࢼยにより༹接඼

࣭に໰題ないことを֬ೝした上で現場༹接を行った。
図─ 4 に༹接方法，写真─ 12 に༹接状گをࣔす。

（5）現場における Al-Mg溶射
現場における Al-MH ༹ࣹについては，県֎の工場

とൺֱして高Թ多࣪なڥ؀となるٶ古島において඼࣭
を֬保するため，༹ࣹ෇ண໘のૈさٴびບ厚の管理は
もとより，༹ࣹڥ؀の֬保がٻめられた。また，現場
༹ࣹにおいては，ϒラスト作業後速やかにڥ؀ःஅを
行うため，工場施工の൒分の 2 時ؒでن定の༹ࣹບ厚
を֬保する必要があった。

ϒラスト作業時はڥ؀ःஅٴびϒラストࡐのඈࢄ防
止のため，൘ுりٴび目ுりによりີดし，風防設備
内は作業һ 1 名で作業を行った。その後の༹ࣹ作業に
おいては，2 時ؒ以内に作業をྃ׬するため，1 回当
りの༹ࣹ໘積を少なくし，2 パーティ，ޕલ・ޕ後の
2 サイクルで計 4 Օ所（平ۉ 6 m2 ఔ౓）を 1 日の施
工サイクルとした。

ਤᴷ 4　༹઀ॱংɼ༹઀ํ๏

ࣸਅᴷ 12　෩๷ઃඋ಺　ܧ手༹઀ঢ়گ

ࣸਅᴷ 13　෩๷ઃඋ಺Al-.H ༹ࣹঢ়گ

ࣸਅᴷ 10　1$෦ՍઃܻのҠઃ

ࣸਅᴷ 11　中央ؒܘのՍઃ
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আࡺ౓，清ড়౓，ૈさ，༹ࣹບ厚の֬ೝについては
શ数立会とし，スイープϒラストྃ׬後 2 時ؒの༹ࣹ
を効率よく作業するため，現場に΄΅常றして管理を
行った。1 日当り໿ 6 m2 の༹ࣹ施工ྔで，඼࣭を重
した施工を行い，1ࢹ ϲ月൒でओߤ路部Ս設後の現場
༹ࣹ໿ 208 m2 を実施した（写真─ 13）。施工時に 3
回に渡り現場༹ࣹՕ所において作成したݧࢼยでີண
݁ݧࢼを実施したところ，工場施工時とಉ等のݧࢼྗ
Ռをಘており，現場においても඼࣭の高い༹ࣹ作業を
行うことができた。

4．おわりに

Ս橋要੥活ಈ開࢝から 40 年，建設開࢝から 10 年の
月をかけ，平成ࡀ 27 年 1 月 31 日，ҏ良部大橋が׬成・
─となった（写真࢝用開ڙ 14）。

謝　辞
ҏ良部大橋の建設にࡍし，多大なるご指ಋ，ご支ԉ

をࣀったҏ良部大橋基ૅ工ݕ౼ҕһ会（ҕһ長ɿ上原
方成 ླྀٿ大学名༪教授），ओߤ路部橋छݕ౼ҕһ会（ҕ
һ長ɿ上ؒ清 ླྀٿ大学名༪教授），ओߤ路部設計施工
ҕһ会（ҕһ長ɿ༗住康ଇ ླྀٿ大学教授）を࢝めと
する֤ҕһ会のҕһの皆様，Ս橋にܞわった関܎者の
皆様に厚く御礼を申し上げる。
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